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ちむどんどん５０+　Vol.３
９月の出来事より
９／１０（土）サポートセンター連　ふれあいまつり
　横浜では、法人運営型地域活動ホームというのが各区（１８区）に１館ずつ整備されることになっている。日中活動支援事業、ショートステイ・一時ケアを行う生活支援事業、相談支援事業が三本柱。「障害問わず、年齢問わず、障害のある児者が身近な地域でよりどころを持てるように」というコンセプトで平成１１年から開設されている。訪問の家は、その第一号の径（栄区）と平成１９年から連（旭区）の運営を行っている。連のある旭区は、訪問の家のホームグラウンドといえる栄区から車で３０～４０分と離れている上、老舗の入所施設や地域作業所が多く、それぞれの個性を発揮し事業展開されてきた地域だ。連は、そんな旭区に、地域自立支援協議会の取りまとめ役という大役も担う法人型地域活動ホームとして、落下傘のように舞い降りたのだ。（そういえば、所長の白鳥さんは、かつて落下傘に乗ってたはず･･･）
　緑園都市というネーミングの街に程近い、洒落たケーキ屋さんなども並ぶ住宅街の一角に、連はある。毎年９月、連では地域の方々にも楽しんでいただける「ふれあいまつり」を行っている。イートインコーナーもあるパン屋さん「こんがり工房」のパンやニコニコクッキー、手づくりのしぼり染めタオルやゲームコーナーなど、日中活動メンバーの店が並ぶ。この他、家族・職員・ボランティアさんが混じって、カレーや焼き鳥、焼きそば等の模擬店、近隣作業所の作品、区役所の職員の方が休日返上で広げるバザーコーナー、被災地の作業所等の製品販売等々。アトラクションでは、人形劇やスチールパンの演奏、近くの女子大生によるベリーダンスが催される。（今年はベリーダンスがトリを飾った。男性スタッフの多くはこれを励みに頑張ったらしい）メンバー、スタッフ、お手伝いの方々とも、シャカリキに働く、というより、みんなとても楽しそうだ。
[image: image2.wmf]　地域活動ホームって何？と聞かれ、とても一言では説明できない。でももしかすると、いらぬ先入観にとらわれず、地域に馴染んでいくのに、それがよかったのかもしれない。なんだか楽しそう、おいしそう、明るいところ･･･。そんなふうに思ってもらえたらまずはＯＫだ！　
開設から４年。新たな課題も出てきている。この街の雰囲気のように、
なんだか楽しそう、仲がよさそう･･･、そんな連で進んでいこう。
９月半ば　Ｓさん北海道旅行　
　ケアホームで暮らすＳさんが、北海道旅行から帰ってきた。長年ずっとファンだった松山千春さんの生まれた足寄町へ行くのが旅の目的。Ｓさんは、週２回、日中活動先である径の玄関横のラウンジで、松山千春の曲をガンガンかけながら、コーヒー販売をしている。アテトーゼで力の入る手で、一文字一文字時間をかけて文字盤を指し、気持ちを伝えてくれる。旅行へは、そうしてＳさんの希望を聞きながら一緒に計画を立てたケアホームのスタッフと、緊張が募った折などに必要となる導尿の対応もできるよう、今は看護師をしている元朋のスタッフの二人が同行した。女子会のような大興奮の旅を終え、Ｓさんがお土産のお菓子とアルバムを持って、私のところにやってきた。
　Ｓさん用のカッターのかかった食事は、「シ・カ」（の肉）。若かりし頃の千春の写真をバックにした一枚に「年とってもいいんだ？」と聞くと、「う・た・が・す・き」と。街中の千春のモニュメントの前の写真では（手形のボタンを押すと歌が流れるものらしい）、斜め上にあがったＳさんの顔は、どう見ても泣き顔だった。
　訪問の家が運営するグループホーム（当時の呼び方）第一号で、Ｓさんの新しい暮らしがはじまって１７年になる。それ以前には、家庭の事情で一時的に重心施設に入所したこともあった。グループホームでの暮らしは、Ｓさんの強い希望だった。新しいヘルパーさんに、汗だくでケアの仕方を伝えたり、近くの大学にスタッフと共にアルバイト募集に出かけたり･･･、その他もろもろ、グループホームでの暮らしが、Ｓさんにとって楽しいばかりではなかったろう。それでも･･･、一時訪問の家を離れ、重心施設で仕事をしていた私がＳさんを尋ねた折には、いきなり文字盤に手を伸ばし、必死に私に訴えてきた。「わたしは・ぜったいに・ぐるーぷほーむで・くらしたい」、「しせつのみんな・くらし・できる」。今施設で暮らしているみんなも、自分と同じようにグループホームの暮らしができるはず、「が・ん・ば・っ・て・く・れ」と。彼女の心の中にはいろんな思いが渦巻いているんだ！　私は、ただただ圧倒され、感動し、泣くばかりだった。
[image: image3.wmf][image: image4.wmf]　「次の夢は？」と聞くと、「こ・ん・さ・ー・と・に・い・き・た・い」と。もちろん初めてではないが。夢を抱き、がんばり、夢をかなえて、本当にうれしそうにする彼女が、私は大好きだ。千春の曲で一緒に盛り上がれる、Ｓさんと私は同い年･･･。

[image: image5.wmf]
～プライベートなことですが･･･～

　お彼岸に、８５歳の母を連れ、両親の故郷である茨城県結城市に、父の墓参りに行ってきた。１１年前父が亡くなって以来一人で暮らす母は、いまだに自転車で買い物に行くほど、充分元気なのだが･･･、「お母さんが死んだら密葬にしてね」多分、こども達に面倒をかけまいと、突然そんなことを言い出した。私は普段のクセでか（？）、「お母さんがどうしたいか言っといてくれれば、そのようにするよ」と、今度兄たちも集まった時に話すことにして、その時その話は終わった。ところが数日後、電話で「あんな話をしたら、いつかはいなくなるんだなぁと思って悲しくなった」と言われてしまった。どうも、まじめに応対したのが失敗だったようだ。「な～に言ってんの？！」と、かわしておけばよかった。本人の意向を聞けばいいってもんじゃない、深刻に考えさせない方がいい時もあるんだ、きっと。
　それにしても、この人はまだまだ行く気だ。我が母の底力を感じさせられたのでした。あっぱれ！！
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私の秋は、食欲の秋。“愛・ひかりフェスタ”の秋。大好きな人たちと
楽しみ、おいしく飲んで食べられる幸せ・・・

　平成２３年１０月８日　　名里晴美
